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第 三 帝 国 の 崩壊 か ら 現代 に 至る まで 、 組 織 的 で 有 能 な 、 そ し て 最も 重要 な こと に 、 
効果 的 な 白人 の 抵抗 運動 は ほとんど 存在 し ませ ん で し た 。 民 主 主義 と 資本 主義 の 失 
敗 は 、 白 人 の 文化 的 、 人 種 的 追放 を も た らし まし た が 、 そ こ か ら ど ん な 有意 義 な 抵 
抗 が 生じ た の で し ょ うか 2? 歴史 に 彼ら の 地位 を 刻む の は 急進 派 で ある た め 、 私 た ち 
は この 闘争 で 急進 派 に 訴え た いと 考え て いま す 。 記 憶 に 残る 人 生 を 送っ て くだ さ 

い 。 私 た ち に と っ て 事故 と は ベッ ド で 死ぬ こと で す 。 


パー ト 1: 組織 


シス テム の すべ て の 連邦 、 州 地方 の 機能 が 明日 月 壊す る と 仮定 する と 、 で は どう な 
る で し ょ うか ? 多 く の 場合 、 シ ステ ム 有 崩壊 の 必然 性 を 最も 強く 信じ て いる 人 ほど 、 実 際 に 
シス テム 崩壊 が 起こ っ た 場合 に 効果 的 に 行動 する 準備 が で き て いま せん 。 私 た ち が シ ス 
テム の 崩壊 を 求め る の は 、 特 定 の 領域 に お ける シス テム の 権限 が 完全 また は 部 分 的 に 
崩壊 しない 限 り 、 そ こ に 私 た ちの 力 を 投影 する こと が 極め て 困難 また は 不可 能 で ある 
た めで す 。 

多く の 白人 至上 主義 者 は 人 間 の 体 が それ を 構成 する 細胞 の 機能 で ある 
の と 同じ よう に 、 社 会 も 個々 の 構成 貞 の 集合 的 な 機能 で ある と 正しく 指摘 し て いま 
す 。 小 規模 な ユニ ッ ト と の 協力 と 団結 し た 関係 が な けれ ば 、 大 き な ユ ニッ ト は 活 
動 で きま せん 。 し か し 、 彼 ら は 自分 た ちの 仲間 た ちと 組織 し た り 訓 績 し た りす る 場 
合 に は 、 こ の 原則 を 無視 し て いる よう で す 。 組 織 化 の 主 な 障害 は 恐怖 と 被害 妄想 で す 。 
治療 法 は 、 潜 在 的 な 仲間 と 親しみ 、 関 係 を 築く の に 時 間 を 費やす こと で す 。 こ れ は 、 時 間 
を 正確 に 進め る た め の 何ら か の 初期 エン ゲー ジメント が ある 場合 に の み 
実行 で きま す 。 こ れ が な けれ ば 、 私 た ち は 実 質 的 に 微粒 子 化 され 、 レ ー ス の フル スト 
ッ プ と し て の 将来 を 選択 する こと が で き な く な り ま す 。 


まず 前 提 と な る の は 人 材 で す 。 か つて 賢者 が 言っ た よう に 、 力 と は 
銃 の 銃身 に 由来 し て いま す 。 地 面 に ブー ツ を 履か な けれ ば 、 オ ン ラ イン の チャ ッ ト ル 
ー ム で 議論 する こと し か で きま せん 。 シ ステ ム が 崩壊 し よう が し まい が 、 こ れ は 毎回 
同じ 結果 、 つ まり 失敗 を 招く こと に な り ま す 。 ご く 短 期間 の 自然 災害 や 戦争 を 除け ば 、 
人 類 の 歴史 上 、 何 ら か の 社会 的 権威 が 欠如 し た こと は あり ませ ん 。 あ る 地域 に お ける 
体制 の 権威 が 崩壊 し た 直後 私 た ち は 武 装 ギ ャ ング (多く の 場合 高度 に 組織 化 さ れ 
て いる ) 、 さ ま ざ ま な 民兵 組織 (スリ ー: パ ー セ ンタ ー や オー ス ・ キ ー パ ー な ど ) 、 さ ら 
に は アン ティ ファ な どの 過激 な 左派 組織 と 戦わ か な けれ ば な ら な いこ と に な る 。 
特定 の 地域 で これ ら の 組織 と 効果 的 に 戦う に は 、50 て 100 人 の 訓練 を 受け て 組織 
化 さ れ た グル ー プ メン バー が 大 ま か な 出 発 点 と な り ま す 。 


第 二 に 、 近 接 性 で す 。 各 メン バー は 準備 が で き て お り 、 占 領地 域内 の どの 地域 に 対し て も 2 時 
間 以 内 に 行動 で 対応 で きる 必要 が あり ます 。 こ の 面積 は 、 お お よそ コネ チカ ッ ト 州 の 面積 に 相当 し ます 。 こ 
の 対応 速度 が な けれ ば 、 よ り 調 整 さ れ た 組織 が すぐ に あな た の 過剰 な 拡張 を 利用 し て あな た の 軍隊 を 
圧倒 する た め 、 権 威 を 維持 する こと は 不可 能 に な り ま す 。 


3 番目 は 民間 の 地形 で す : 記 録 に よる と 、 中 国 で は 
共産 主義 革命 、 ア フ ガ ニス タン の タリ バン 反乱 、 ア イル ラン ド 独 立 戦争 。 領 土 を 維持 する に は 、 兵 士 と 民間 
人 の 比率 が 少な く と も 1:1000 必要 で す 。 こ れ は 、 あ る 地域 の 民間 住民 1.000 人 ご と に 、 少 な く と 
も 1 人 の 兵士 が 占領 し て いる こと を 意味 し ます 。 


必要 。 

物理 的 な 地形 は ホー ムチ ー ム に 有利 に 機能 する は ず で あり 、 山 岳 地形 は 常に 守備 陣 ( 特 
に 変則 的 な ) 部 隊 の 最初 の 選択 肢 と な っ て きま し た 。 こ れ が な けれ ば 、 森 林 の 多い 地形 を お 勧め し ます が 、 
理想 的 に は 、 あ な た の 作戦 地域 に は 両方 が 存在 し ます 。 


これ が 空想 的 に 聞こ える か も し れ な い が 、 人 口 3 億 3.000 万 人 の 米国 で は 、 シ ステ ム 
全体 の 権限 を 大 陸 ほ どの 広 さ の 土地 に 投影 する の に 必要 な フル タイ ム の 警察 記 は わずか 
60 万 人 で ある こと を 考え て みて くだ さい 。 
比率 は お よそ 1:600 に な り ま す 。 有 利 な 民間 人 口 動態 (90% 以上 が 白人 ) と 有利 な 地形 (山岳 地 
帯 お よび / ま た は 深い 森林 ) の 場合 、1:1000 の 比率 が 持続 可能 な 範囲 を 超え る こと が わか る 
の に 、 そ れ ほ と 想像力 は 必要 あり ませ ん 。 


ソビエト 連邦 の 崩壊 以来 、 軍 と 情報 産業 複合 体 は 過激 な イス ラム 教 、 そ し て 現在 
で は シス テム が 広く 白人 ナシ ョ ナリ ズム と 認識 し て いる も の を 標的 と する よう に な り ま し た 。 最 
近 皆 睡 状態 か ら 目 覚め た 人 な ら 、 何 ら か の 大 規模 な 白人 の 反乱 が あっ た と 考え る の も 無 
理 は な い だ ろ う 。 メ ディ ア と シス テム 関係 者 は 、 わ ず か な 抵抗 の 兆候 で も 白人 に 対し て 
全面 戦争 を 宣言 し ます 。 


同様 に 完全 に 政治 と は 無関係 の こと - ホー ムスク ー リ ング 優等 生 授業 
公立 学校 で は 、 強 く て 健康 な 家族 人間 の 礼儀 と 行動 の 基本 的 な 基準 が 「 人 種差 別 
主義 者 」 で 「 白 人 至上 主義 を 奨励 し て いる 」 と し て 攻撃 され て いる 。 な ぜ ? な 
ぜ な ら 、 そ の よう な 活動 は 白人 が 成長 し 、 私 た ちの 可能 性 を 最大 限 に 発揮 で きる か ら で す 。 
これ は 政治 的 な 話 で は あり ませ ん 。 こ の 戦争 は 明らか に 人 種差 別 で す 。 あ な た を 殺 そ うと 決意 
し た 敵 か ら 猛 攻撃 を 受け た と き 、 ひ っ くり 返っ て 和解 する こと は で きま せん 。 


平和 を 実現 する こと は で きま せん 。 壊 れ て 腐敗 し た シス テム が あら ゆる レベ ル で 私 た 
ちの 英 に よっ て 破壊 され 、 侵 入 さ れ 、 私 た ち に 対し て 兵器 化 さ れ て いる と き 、 そ の シス テム 
は 私 た ち を 救う こと は で きま せん 。 民 主 的 な 解決 策 は あり ませ ん 。 


偉人 の 言葉 を 借り れ ば 、「 選 択 肢 は 1 つ だ け で す 。 生 き 残 る か 滅び る か で す 。」 
そし て 、 国 民 の 将来 に と っ て 、 あ る べき か 否 か が 問わ れ て いる この 時 期 に 、「 シ ステ ム 
は 崩壊 し な けれ ば な ら な い 」 と 「 シ ステ ム は 崩壊 する だ ろう 」 を 混同 する こと は 、 
敵 に よる いか な る 下 迫 や 抑圧 より も 危険 で す 。 確 か に 、 こ の シス テム は 崩壊 する 
可能 性 が 非常 に 高い で す が 、 こ の 国 の 人 口 動態 の 傾向 を 知っ て いる 人 な ら 誰 で も 、 
その 時 に は 手遅れ に な る こと を 知っ て いる は ず で す 。 ロ ー マ は 帝国 崩壊 の よく 知ら れ た 例 で 
す が 、 歴 史 を 学ぶ 人 な ら 誰 で も 、 ロ ー マ の 崩壊 を 待つ こと は ガリ ア 人 に と っ て あま りう まく いか 
な か っ た と 言う で し ょ う 。 本 当 に 、 国 民 の 大 規模 な 洗脳 、 奴 隷 制度 、 搾 取 、 そ し て 完全 な 絶滅 を 
行っ て いる 政権 が 崩壊 する の を 待っ て いる の で す 。 


今日 か ら 何 千年 も の 間 、 こ れ ま で で 最も 卑劣 な 存在 形態 と 考え る こと が で きま 

す 。 こ れ は 私 た ち が ロ ー マ で 見 た こと で あり 、 ア メリ カ 錠 国 の 最盛 期 に 歴史 が 私 

た ち を 別 の 判断 を 下す だ ろう と 現時 点 で 信じ る 理由 は あり ませ ん 。 私 た ちの 

失敗 の 言い 訳 は 何 の 意 味 も 持た な い 。 な ぜ な ら 、 そ れ を 聞く の は 無関心 な ムラ ー ト 
ゾン ビ の 大 群 だ け だ か ら だ 。 私 た ちの こと を 覚え て いて 、 私 た ちの 弱 さ を 責め た り 、 
私 た ちの 愚か さ を 許し て くれ る 白人 は いな いで し ょ よう 。 


私 た ち が 失 敗 す れ ば 、 神 の 偉大 な 実験 は 終わ り を 迎え 、 こ の 惑星 は 再び 、 数 百 
万 年 前 と 同じ よう に 、 高 等 生命 体 の いな い エ ー テ ル の 中 を 移動 する こと に な る で し 
よう 。 こ の 運命 を 回 避 し 、 子 孫 の た め の 将 来 の 生存 基盤 を 切り 開く た め に 、 私 た ち 
は 帝国 の 盛衰 の も う 一 つの 役割 を 利用 し な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 、 シ ステ 
ム の 最後 の 拠点 が 崩壊 する ずっ と 前 に 、 シ ステ ム は 帝国 の 外縁 部 を 適切 に 防御 で 
き な く な る か 、 防 御 する 気 が な く な る の で す 。 こ れ は 北米 中 の ラン ダム な 郡 に 
無法 と 混乱 が 自然 発生 的 に 降り か か る こと を 想定 し て いる わけ で は あり ませ ん が 、 あ 
る 時 点 で シス テム が 主要 都市 や 戦略 的 に 重要 な 場所 に 忙殺 され すぎ 
て 、 州 兵 や 連邦 機関 を 派遣 し て 次 の よう に 言う こと が で き な い と いう 事実 を 想定 し て 
いま す 。 ア イダ ホ 州 や アラ スカ 州 の 田舎 。 


これ は 、 地 下 お よび 分 散 型 の シス テム を 利用 する こと で 達成 され ます 。 
ゲリラ 戦闘 機 の 細胞 構造 。 「 独 立 」 で は な く 「 分 散 」 で ある こと に 注意 し て 
くだ さい 。 あ ら ゆ る 種類 の 武装 抵抗 の 3 つの 可能 な 構成 は 、 集 中 型 、 分 散 型 、 独 立 
型 で ある と 言え ます 。 


中 央 集権 的 な 構造 は 、 従 来 の 軍隊 また は 民兵 組織 の 構造 で あり 、 明 確 な 指 
揮 系 統 、 攻 撃 行動 の 明白 な 方 針 、 お よび 同盟 部 隊 と の 横 方 向 の コミ ュ ニ ケー ショ ン を 必 
要 と し ます 。 分 散 型 セ ル 構造 は 、 主 に ロー カル レベ ル で 存在 お よび 活動 する 組 
織 兵 士 の ユニ ッ ト で 構成 され 、 相 互 作 用 は 主 に ロー カル ユニ ッ ト の メン バー 間 で 
の み 発 生 し ます 。 こ れ に より 、 す べ て の 活動 が 厳密 に 「 知 る 必要 が ある 」 ベ ー 
ス に 保 た れる こと が 保証 され 、 ま た 、 個 々 の 細胞 が 浸潤 また は 侵害 され た 場合 
巻き 添え 被害 も 大 幅 に 軽減 され ます 。 動 作 に は 影響 ご ざい ませ ん の で 、 


他 の ユニ ッ ト の セキ ュ リ ティ 。 し か し 分 散 型 組織 構造 で は 、 他 の 自律 的 な ユニ ッ 

ト と の 通信 も 維持 する 中 央 エン ティ ティ と の 通信 ルー ト 、 い わ ば 「 革 命 司 令 部 」 

が 維持 され ます 。 こ の よう に し て 部隊 間 で 協力 、 強 化 、 ま た は 地理 的 移動 

が 必要 な 場合 で も 、 そ れ 以 上 の 行動 方 針 が 兵 敵 的 に 不可 能 に な る こと な く 、 組 織 全 
体 が 細分 化 さ れる こと は あり ませ ん 。 


最後 に 、 独 立 し た セル は 、 い か な る 形態 また は 能力 に お いて も 他 の セル と 
完全 に 接触 せ ず に 動作 する ユニ ッ ト に な り ま す 。 こ の 「 一 匹 狼 」 ア プロ ー チ は 、 侵 入 
か ら 安 全 で ある と いう 幻想 的 な 見 解 の た め に 多く の 人 に よっ て 提唱 され て きま し た 
が 、 地 域 レ ベル で 権力 を 投射 する に は まっ た く 非 現実 的 で あり 、 ま し て や 我 が 
国 の 人 々 の 世界 史 的 な 運命 に 影響 を 与え る こと は で きま せん 。 適 切な 結束 と コミ 
ュ ニ ケー ショ ン は あら ゆる 軍事 作戦 特に 優位 性 の な い 作 戦 に は 不可 欠 で ある た め 、 
一 匹 狼 に よっ て 革命 が 成功 し た こと は あり ませ ん 。 技 術 レ ベル で 作戦 を 成功 
させ る こと が 非 現実 的 で ある こと は 別 と し て 、 シ ステ ム に 要求 を 出し 、 最 終 的 に は 
領土 の 譲歩 を 得る に は 何ら か の 組織 的 権限 が な けれ ば な り ま せん 。 こ の 運動 に 長く 
関わ っ て きた 人 な ら 誰 で も 言う よう に 、 虹 延 する レベ ル の 内 紛 は 、 シ ステ ム が 発 
砲 する 前 に 、 あ ら ゆ る レベ ル の 抵抗 の フル スト ッ プ で 首 を 切り 落と し 麻痺 させ 
る こと が よく あり ます 。 つ まり 、 マ クロ レベ ル の 組織 行動 を 指示 する 適切 か つ 有 能 な 権 
限 が な い の で す 。 


他 の ゲリラ 戦争 と 同様 、 目 標 は 戦場 で 敵 を 倒す こと で は な く 、 敵 が 戦闘 を 継続 
で き な く な る か 、 あ る い は 戦闘 を 継続 で き な く な る よう に する こと で す 。 敵 の 燃料 供 
給 ラ イン を 人 破壊 で きる の に 、 な ぜ F-16 と 戦う 必要 が ある の で し ょ うか ? 橋 を 爆破 し 
た り 道 路 を 封 償 し た り で きる の に 、 な せ 戦 車 を 扱う 必要 が ある の で し ょ う 
か ? 肢 営 中 の 敵 を 待ち 伏せ で きる の に 、 な ぜ 敵 の 言い な り に 交戦 する 必要 が ある で し 
ょ うか ? ゲ リラ が 享受 する スピ ー ド と 行動 の 自由 は 、 数 的 お よび 技術 的 に 優れ た 部 
隊 と 戦う こと を 可能 に する 戦力 倍増 で す 。 通 常 の 軍隊 は 勝た な けれ ば 負け ます 。 ゲ 
リラ は 負け な けれ ば 勝ち で す 。 ア メリ カ 帝 国 は ベト ナム や アフ ガニ スタ ン で は 成功 で 
きま せん で し た 。 


私 た ち に も 同じ 献身 と 決意 が ある の な ら 、 同 じ こ と が で き な い 理由 は あり ませ ん 。 


この 組織 の 目標 は 、 最 終 的 に は 私 た ち が 直 接 管理 で きる 領域 を 切り 開く こと で す 。 
シス テム は 、 戦 略 的 に 重要 性 が 低い と みな され る 領域 、 ま た は 中 核 都 市 か ら 地理 的 に 
離れ て いる 領域 、 つ まり ロサ ン ゼ ルス や ワシ ント ン DC より も 早く 領域 を 保持 す 
る こと が で き な い か 、 保 持 す る こと を 望ま な いた め 、 よ り 早 く 、 攻 撃 が 行わ れる 可能 
性 が 高い 地域 に キャ ン ペ ー ン を 集中 する こと を 決定 し ます 。 ゲ リラ 作戦 の 最高 潮 の 
後に 失点 し た 。 こ の 目標 が 不可 能 だ と 思わ れる 場合 は 、 シ ステ ム 全 体 に 対 
抗 する 方 が は る か に 不可 能 で ある こと を 念頭 に 置い て くだ さい 。 私 た ちの 目標 は 、 
デトロイト や ニュ ー ヨ ー ク 市 に 住む 汚 ら わし い 人 間 の 大 群 を 解放 する こと で 
は な く 、 私 た ちの 子孫 が 住む た め の 独 立 し た 故郷 を 確立 する こと で す 。 


政府 が 何ら か の 形 で 経済 を 息 を 呑ん で 喘ぎ 声 を 上 げ 続 ける こと が で きる 限り 、 
国民 は どん な 非道 な 怒り も 受け 入れ る よう に 条件 付け られ る だ ろう 。 イ ン フ レ が 続 
き 、 生 活水 準 が 徐々 に 低下 し て いる に も か か わら ず 、 ほ と ん どの アメ リカ 人 は 今日 
で も まだ 腹 を 満た し て お く こ と が で き て お り 、 ほ と ん どの 人 に と っ て 本 当 に 重要 な の 
は これ だ け で ある と いう 事実 を 私 た ち は 受 け 入 れ な けれ ば な り ま せん 組織 の シン パ 
が 体制 の 抑圧 の 広 寺 な 結果 か ら 孤 立 し て いる と 感じ られ る 相対 的 な 快適 な 状態 は 、 革 
命 的 な 風潮 を 促進 し よう と する 人 々 に と っ て は 好ま し く な いも の で ある 物事 が 「 通 
常 通 り 」 で あれ ば ある ほど 、 ゲ リラ の 行動 の 自由 は 減り 、 彼 ら の 行動 の 結 
果 が マク ロレ ベル で 感じ られ る 可能 性 は 低く な り ま す 。 私 た ち に 配ら れ た カー ド 
を プレ イ す る に は 、 組 織 は 社会 棚 壊 の 全体 的 な 傾向 と ほぼ 一 致す る 「 一 連 の 抵 折 」 
を 採用 する 必要 が あり ます 。 


この 一 連 の 抵抗 の 目標 は 、 有 段階 的 に 抵抗 を 打ち 破る こと で す 。 
白人 の 抵抗 を 抑制 し 、 双 方 の 公然 と し た 政治 的 暴力 を 常態 化し 、 最 終 的 に は 体制 に 対 
する 革命 的 行為 を 開始 する た め に 団結 する 雰囲気 を 醸成 する 。 戦 争 の 混乱 
に より 通常 の 生活 で は 通常 不可 能 な あら ゆる 種類 の 行為 が 許可 され る の と 同様 に 、 こ 
の 紛争 の 増加 と 世間 の 目 で の 政治 的 暴力 の 常態 化 は 、 シ ステ ム に 対す る 非対称 
戦争 の 最終 的 な 実現 に 貢献 する で し ょ う 。 1 つの ステ ー ジ が 開始 され る と 、 前 
の ステ ー ジ が 開始 され る と は 想定 され ませ ん 。 


ステ ー ジ が 不要 に な り ま す 。 む し ろ 、 そ れ ら は 私 た ち が 作 り 出 そう と し て いる 雰囲気 に 
貢献 する た め の 構 成 要素 と し て 使用 され る べき で す 。 

ステ ー ジ 1 は オン ライ ン プロ パガン ダ と IRL ポス ター で す 。 こ の 段階 の 目標 は 3 つ あ り 
ます 。 
1. 潜在 的 な 組織 シン パ と 将来 の メン バー を さら に 過激 化す る こと 。 


2. 政治 的 お よび 人 種 的 境界 間 の 社会 の 二 極 化 を さら に 加速 する 。 


3. 私 た ちの 同調 者 た ちの 不満 や 疎外 感 を 生産 的 な 方 向 に 向け る こと 、 つ まり 、 一 
緒 に 訓練 し 、 組 織 す る た め に 同じ 志 を 持つ 同志 と ネッ トワ ー ク を 築く 方 法 を 彼ら に 与え る 
CO 


第 2 段階 は 、 伝 統 的 な 街頭 行進 、 横 断 幕 の 降 下 、 文 書 化 され た 過激 派 の 訓練 セ 
ッ シ ョ ン な どの 「 平 和 的 」I デ モ で す 。 こ の 段階 の 内 部 目標 は 、 同 志 が 実生 活 で 互い に 活発 に 
活動 で きる よう に する こと 、 そ し て 一 般 の 人 々 に 公開 され る と き に 快適 に 一 緒 に 働け る 
よう に する こと で す 。 対 外 的 に は 、 こ れ ら の デモ は (ステ ー ジ 1 と 同様 に ) 潜 在 的 な 白人 抵 
抗戦 士 に 対す る 社会 的 抑圧 を 打ち 破り 、 私 た ちの ブラ ンド を ポジ ティ ブ な も の に 宣伝 し 
続け る だ け で な く 、 敵 か ら の 反発 を さら に 刺激 し 、 反 白人 弾圧 と 反撃 の フィ ー ド バッ クル ー 
プ を 生み 出す で し ょ う 。 抵 抗 行為 。 


ステ ー ジ 3 は 、 非 致死 的 な 動 的 攻撃 と 物 的 損害 で す 。 こ れ は 、 暴 動 、 放 火 な どの 形 を 
と る 場合 も あり ます が 、 道 路 、 鉄 道 、 通 信 、 発 電 所 、 食 料 供給 な どの シス テム の ター ゲッ ト 
に 対す る 組織 的 な 行為 も 含ま れ ま す 。 民 間 人 また は 軍人 に 死傷 者 が 出る 可能 性 が ある 場合 
は 、 事 前 に 避難 勧告 を 発令 する 必要 が あり ます 。 


ステ ー ジ 4 は 致命 的 な 動 的 攻撃 で す 。 こ れ に は 、 シ ステ ム の 名 目 上 の 人 物 や 役人 の 暗殺 、 
軍事 目標 の 待ち 伏せ 、 民 間 人 や 軍人 の 死傷 者 が 出る 可能 性 が 高い イン フラ 爆破 な ど が 含ま 
れる 。 

組織 に は 実現 可能 か つ 実 践 的 な 目標 が 必要 で す 。 
アク ショ ン が 成功 する た びに 、 シ ステ ム か ら の 要求 が 発生 し ます 。 こ れ ら の 目 
的 は 、 組 織 が 戦っ て いる も の の 一 部 と し て 理解 され て いま す 。 理 論 的 に は 政府 が 認め る 可能 
性 が ある た め 、 こ れ ら の 目的 は 具体 的 で ある 必要 が あり ます 。 そ の 目的 の 一 つ は 、 ホ ロコ ー ス 

ト の 嘘 を 公 に 非難 する よう 政府 に 要求 する こと で ある 。 


も う 一 つ は 、 白 人 が 子供 た ち を 白人 だ け の 学校 で 教育 する 権利 を 要求 する こと で ある 。 


も う 一 つ は 、 政 治 犯 の 監禁 か ら の 解放 を 要求 する こと で ある 。 こ の 組織 が 戦 
っ て いる 主 な 目的 、 そ し て 同様 の 組織 の すべ て の 個人 が その た め に 戦っ て いる 主 な 
目的 は 、 私 た ち が 同 族 間 で 、 平 和 に 、 そ し て 私 た ち 自身 の 自然 の 法則 と 習慣 に 従っ て 
暮らす こと が で きる 、 独 立 し た 白い 故郷 を 手 に 入れ る こと で す 。 こ の 主 な 月 H9 は 、 ア ク 
ショ ン が 成功 裏 に 実行 され る た びに 知ら せる 必要 が あり ます 。 


権力 が 達成 され 、 私 た ちの 最初 の 大 き な 闘 争 が 終わ っ た と き 。 そ れ か ら 
戦争 は 永遠 に な る だ ろう 。 私 た ち は 地球 を 征服 し 、 そ の 主人 と し て の 正当 な 地位 を 
獲得 し ます 。 そ の 後 も 征服 を 続け て いき ます 。 私 た ち は ア ー リ ア 文 明 、 自 由 な 宇宙 、 存 
在 す る すべ て の 人 間 が 自ら の 運命 の っ 主人 で ある 領域 を 創造 し ます 。 私 た ち は 
新しい 人 間 、 野 窒 人 の 血 な まぐ さい 心 を まだ 持つ 文明 的 な 人 間 を 築き 上 げ ま す 。 私 た ち 
が 失敗 する の は 必至 だ と 語る 人 も いる で し ょ う が 、 彼 ら は 私 た ちの 銃身 を 吸い 込む 可 
能 性 が あり ます 。 私 た ちの 子供 た ち は 神 人 人 に な る で し ょ う 。 彼 ら は 私 た ちの 将来 に 生 
き 残る に は 適さ な いで し ょ う 。 革 命 が 窓 の 外 で 起こ っ て いる 間 、 不 平 を 言い 、「 ブ ロ 
グ 」 を 書 く の が 適切 だ と 判断 し た 人 々 。 私 た ちの 前 に は 長い 闘い 、 地 球 の 未来 を 
賭け た 闘い が 待っ て いま す 。 あ な た と あな た の 子供 た ち 、 そ し て あな た の 子供 た ち 
の 子供 た ち に と っ て 、 そ の 未来 を 永遠 に 手のひら に 収め る こと 以上 に 大 き な 喜 
び が ある で し ょ うか ? そ れ を 形 作 り 、 そ の 痕跡 が 表面 に 焼き 付け られ 、 穏 や か な 流れ 
や 高い 峰 の 中 に 埋め 込 まれ 、 存 在 の 魂 そ の も の に 、 私 た ちの 前 に 登場 し た 英雄 た 
ちの 名 前 が 彫刻 と マニ エリ スム の 中 で 今日 生き て いる よう に 。 。 私 た ち は 運 命 に な っ 
た で し ょ う 。 私 た ち は 永 遠 に な っ て し まっ た で し ょ う 。 
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